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ブラジルに出合ったのは、中学生のころにさかのぼる。仕事柄ブラジルに縁があっ
た父親の持ってくる情報や物品からぷんぷんと放たれる匂い・香りに引き込まれ、いつしか私にとってブラジルは、理由もわからぬまま、いまだ見ぬ憧れの国となっていった。どうしてもそこへ行ってみたい、そう考えて、当時の私の頭に真っ先に思い浮かんだのが、大学でポルトガル語を専攻することだった。
爾
じ
来らい
、私はずっとブラジルに触れ続け、ブラジルは私の人生にかけがえのない存在
となっている。なぜそれほどまで魅せられるのか、理由は長 くわからずにいた。ただ、ブラジルを訪れるたびに覚えるあの感覚を、ひと言で言語化するならば、 「人間になれる！」であると感じていた。
その後、私はその答えのヒントを、翻訳・研究を通して、ある文学作品 中にみ
つけることにな 。ブラジル文学を代表する古典作家、マシャード・ジ・アシスの『ブラス・クーバスの死後の回想』
（武田千香訳、光文社古典新訳文庫、二〇一二）
である。
この作品は、その題名のとおり、主人公ブラス・クーバスが死んだ後に作者となって、自らの生涯を振り返り綴った回想記だ。
死んだ後に作家になる？
　この唐突な設定からも、この作品が持つ非常識性が想像
できるだろう。この小説の中で、ブラス・クーバスは、不倫という自ら 道ならぬ体験を語りながら、ことごとくこの世 中の常識や規範や道徳 逆らうコメントを加える。
この小説との本格的な出合いは、ブラジリア大学で 授業 中でだった。教授は、
この小説を重点的に取り上げ、ブラス・クーバス側に立ち、受講生を挑発する。たとえば、ブラス・クーバスが、足 悪い女性 結婚し かったのは正解 っ ので
「人間」になれる国
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知の原
?????
点と出会う
はないか。この小説に出てくる、人間のエゴを擁護する思想「ウマニチズモ」は真っ当で 常識や道徳に縛られている私たちの戸惑いは大きかった。
だが、マシャードがブラス・クーバスにそのような言動を繰り返させたのは何も
そうした非常識や非道徳を全面的に支持するためではない。一見、善だと思われる行動も、その裏に 善ならざるものが潜んでい （ とえば恩 施すの 、純粋な善行ではなく 善行が働ける自分に優越感を感じた からだ 友人に言われて、ブラス・クーバスは納得する） 。つまり、美と醜、善と悪など 一般社会では相反するとされているものも、実は「人間性」に宿る同根 もので、善と悪は対立概念ではなく いずれもその根にある人間 エゴが、都合と必要性に応 姿を変えて出てくる現象にすぎない。ブラス・クーバスが言いたいのはそういうことだ。また教授が挑発したのも、そこに気づかせるためだっ 。
思えば、私の「人間になれる！」という感覚もそれに通じるのではないか。些末な
例だが、私がブラジルで楽だと思うこと ひとつに、日常は化粧 せずに歩け こがある。また日本では、太ると大きめの服を着て隠す傾向が強 が、ブラジルはそんなことはない。三段腹 あろうが、五段腹（！）であろうが、ぴっちりとした服を着る人が多い。友人によれば、どんな体形で の身体は美しい のこと。私がブラジルでは「人間になれる！」と感じた 、そのよ に の中 あ 善も悪も、美も醜もすべて、 りの まの人間をすっぽりと認 傾向が強い社会だ らな ではないか。そして、おそらくは中学生の に直観
 したのも、諸々の規制から自分を
解き放ってくれ その力だったのかもしれない。
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